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優勝　松丸

「
森
の
国
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

�

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
に
挑
戦
！

  

第
９
回
　
分
館
対
抗

�

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
７
月
31
日
〜
８
月
８
日
の
間
、

「
森
の
国
滑
床
英
語
キ
ャ
ン
プ

２
０
０
９
」
が
国
立
公
園
滑
床
渓

谷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
滑
床
英
語
キ
ャ
ン
プ
は
、

キ
ャ
ン
パ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

外
国
人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
が
万
年
荘
と
森
の
国

ロ
ッ
ジ
で
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
人
権
関

係
が
築
か
れ
、
そ
の
友
情
の
上
に

こ
そ
語
学
の
学
習
が
成
り
立
つ
と

い
う
理
念
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

競
争
に
明
け
暮
れ
る
の
で
は
な

く
、
温
か
い
友
情
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
英
語
学
習
の
喜
び
を
感
じ
て

森
の
国
　
滑
床
英
語
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
９

も
ら
う
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

　
今
回
で
53
回
目
を
迎
え
た
こ
の

キ
ャ
ン
プ
に
は
、
中
高
生
対
象
の

「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
の
部
」

と
一
般
対
象
の
「
地
球
人
キ
ャ
ン

プ
の
部
」に
90
人
の
キ
ャ
ン
パ
ー
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
集
い
、
８
カ
国

18
人
の
外
国
人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
と
も
に
、
国
際
色
豊
か
な

キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
初
め
の
う
ち
は
、
と
ま
ど
い
が

ち
な
キ
ャ
ン
パ
ー
も
、
授
業
や
野

外
活
動
、
英
語
劇
、
滑
床
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
を
経
験
し
て
い
く
う

ち
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
リ
ー
ド
で
、
英
語

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
学

習
の
成
果
が
目
に
見
え
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
夕
食
は
、
松
野
町

生
活
研
究
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、

地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
郷

土
料
理
に
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

参
加
者
し
た
皆
さ
ん
は
、
松
野
の

お
母
さ
ん
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

【
キ
ャ
ン
プ
を
支
え
る
も
の
】

　「
半
世
紀
以
上
に
も
渡
る
こ
の

キ
ャ
ン
プ
運
営
の
秘
訣
は
何
か
」

と
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

答
は
、「
平
等
な
立
場
に
よ
る
参

加
」
と
「
自
主
的
・
創
造
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

「
滑
床
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
称
し
、

次
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
最
も
重
要

な
理
念
と
し
て
位
置
づ
け
、
半
世

紀
以
上
に
わ
た
り
守
り
続
け
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
是
非
、
次
の
滑
床
で

の
チ
ャ
ン
ス
を
ゲ
ッ
ト
し
て
、
語

学
習
得
と
国
際
交
流
の
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
８
月
23
日
㈰
、
第
９
回
分
館
対

抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
、
成
人
、
高
齢
者
の
各

世
代
の
選
手
３
０
０
名
が
そ
れ
ぞ

れ
の
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

［
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
］

　

優　

勝
　
　
吉
野
分
館

　

準
優
勝
　
　
目
黒
分
館

　

三　

位
　
　
松
丸
分
館

［
一
般
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
］

　

優　

勝
　
　
松
丸
分
館

　

準
優
勝
　
　
蕨
生
分
館

　

三　

位
　
　
延
野
々
分
館

［
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
］

　

優　

勝
　
　
豊
岡
前
分
館

　

準
優
勝
　
　
目
黒
分
館

　

三　

位
　
　
蕨
生
分
館

［
小
学
生
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
］

　

優　

勝
　
　
松
丸
分
館
Ａ

　

準
優
勝
　
　
豊
岡
前
分
館

　

三　

位
　
　
豊
岡
後
分
館
Ａ

［
小
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
］

　

優　

勝
　
　
豊
岡
前
分
館

　

準
優
勝
　
　
吉
野
分
館

　

三　

位
　
　
延
野
々
分
館

一般男子ソフト

小学生レクバレー

高齢者ゲートボール
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謹
啓
　
新
涼
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
八
月
十
三
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
森
の
国
の
夏
祭
り
二
〇
〇
九
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
特
に
、
夏
祭
り
へ
の
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
日
は
、
一
時
雨
に
見
舞
わ
れ
心
配
も
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
天
候
も
回
復
し
、

会
場
の
虹
の
森
公
園
周
辺
に
は
町
内
外
か
ら
本
当
に
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
交
流
の
促
進
と
地
域
の
活
性
化
と
い
う
当
初
の
目
的
を
多
少

な
り
と
も
達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様
の
ご

厚
情
の
お
か
げ
と
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
あ
い
さ
つ
が
大
変
遅
く
な
り
失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
夏
祭
り
が
無
事
に
終
わ

り
ま
し
た
こ
と
の
ご
報
告
を
兼
ね
ま
し
て
、
略
儀
な
が
ら
書
中
に
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
な
お
、
本
年
度
よ
り
、
寄
付
御
礼
の
ご
挨
拶
の
葉
書
送
付
を
控
え
、
ご
案
内
の
団
扇

を
配
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
白

　
平
成
二
十
一
年
九
月
吉
日

森
の
国
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
　
　
　

委
員
長
　
加
藤
　
勝
恵

　
　
夏
の
思
い
出
２
０
０
９

　
夏
ま
つ
り
・
盆
踊
り
大
会

　
今
年
も
町
内
各
地
で
夏
ま
つ
り
の

催
し
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
13
日
の
「
森
の
国
の
夏
祭
り
」
14

日
に
は
吉
野
生
地
区
・
目
黒
地
区
で

の
「
盆
踊
り
大
会
」、
15
日
は
豊
岡

前
地
区
「
夏
祭
り
」
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
、
帰
省
客
な
ど
大
勢
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
森
の
国
の
夏
祭
り
は
、
開
催
間
際

ま
で
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の

天
候
の
中
、
虹
の
森
公
園
や
す
ら

ぎ
ゾ
ー
ン
で
の
盆
踊
り
大
会
、
ふ
れ

あ
い
ゾ
ー
ン
護
岸
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
大
門
橋
周
辺
で
の

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
な
ど
が
行
わ
れ

ふ
る
さ
と
の
お
盆
を
楽
し
む
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
大
会
に
は
、
保
育
園
児
や

小
学
生
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
人
気

の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
バ
イ
キ
ン
マ
ン

と
楽
し
い
踊
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し

た
。

　
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
実
行

委
員
会
が
特
設
し
た
テ
ン
ト
に
多
く

の
人
が
集
ま
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
が
汗
だ
く
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
お
馴
染
み

の
「
ゆ
ず
の
香
り
」
や
「
鬼
城
太
鼓

&
森
風
」、「
無
邪
気
・
龍
心
（
和
太

鼓
）」
の
演
奏
と
、「
レ
ー
モ
ン
ド
松

屋
」
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
昭
和
36
年
度
松
野
西
中

学
校
卒
業
生（
現
在
63
歳
）の
皆
さ
ん

の
同
窓
会
が
48
年
ぶ
り
に
故
郷
で
開

か
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
41
名
の
方
が
夏
祭
り
の
会
場
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　● ● 宝 く じ 助 成 金 ● ●
　この度、㈶日本防火協会から「民間防火組織等の防火・防災普及啓
発推進事業」として宇和島地区広域事務組合に、煙体験用資器材が整
備されました。
　この事業は、㈶自治総合センターが宝くじの普及広報事業費として
受け入れる宝くじ受託事業収入を財源として、民間防火組織等の育成
強化を図るための助成を行い、災害に強い
安全な地域づくりを推進することを目的に
行っているものです。
　今後、防災訓練、避難訓練等で多くの方々
に体験していただき、より一層、住民の防
火意識の高揚に役立つことが大いに期待さ
れます。
問合せ先
　宇和島地区広域事務組合消防本部　警防課

野焼きは禁止されています

野焼きとは？

　「近所でごみを燃やして、煙がすごくて困っています。」
「洗濯物に臭いがついて困っています。」などの苦情が寄
せられています。ごみを燃やすと煙や悪臭による住民ト
ラブルや生活環境の悪化をまねくだけでなく、ダイオキ
シン類などの有害物質を発生させ、人の健康にも影響が
出てきます。
　家庭などから発生したごみは焼かないで、指定された
日に確実な分別でゴミ収集場所へ出してください。

・ ドラム缶などを
使用しての焼却

・ 地面に穴を掘っ
ての焼却

・ ブロックを囲ん
だり、積んでの
焼却

罰則があります
廃棄物の焼却禁止に
違反した場合、違反
者には５年以下の懲
役または1,000万円以
下の罰金が科せられ
ます。

野焼きの例外
① 農業、林業、漁業を営む上で通常
行われる焼却

　（例） 稲わら、雑草の焼却、網に
かかったごみの焼却

② 国または地方公共団体その施設の
管理のために必要な焼却

　（例） 道路、河川等の清掃で出た
草木の焼却

③ 風俗習慣上または宗教上の行事を
行うために必要な焼却

　（例）しめ縄や門松を焼く行事

④ 震災、風水害、火災などその他の
災害の予防、緊急対策または復旧

のために必要な廃棄物の焼却

⑤ たき火、その他日常を営む上で行
われる焼却であって、軽微なもの

　（例）落ち葉焚き、たき火

注） 野焼きの例外でも少量の焼却を
心掛け、煙や臭い、風向きなど

近隣の迷惑にならないようご注

意ください。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
宇
和
島
駅
か
ら
運
行

さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
列
車
も
満
員
の
人

気
で
大
勢
の
方
が
涼
し
い
列
車
の
旅

で
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
花
火
大
会
で

は
、
約
８
０
０
発
の
花
火
が
夏
の
夜

空
を
彩
り
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　
そ
の
一
部
を
写
真
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
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　松野町財政状況の公表に関する条例の

規定により、平成20年度の財政状況を下
記のとおり公表します。

平成21年８月　松野町長　阪本　壽明

地方交付税

59.6％

(1,697,894,000)町税  9.9％

その他  0.6％

(282,886,856)

国庫支出金  4.6％
（129,921,035）

（47,379,000）

（17,180,694）

（33,388,000）

土木費  7.9％
（217,746,687）

総務費
20.4％

（564,956,185）

公債費
27.6％

（764,927,963）

民生費
20.9％

（581,013,726）

支 出 額 

 2,773,117,795

円 

議会費   1.5％
（41,338,489）

収 入 額 

 2,846,432,615

円 

県支出金  5.4％
(152,437,414)

分担金及び負担金  1.3％
（37,665,386）

地方消費税交付金  1.2％

（17,428,000）
自動車取得税交付金  0.6％

 

消防費   0.5％
（14,573,866）

繰入金  3.9％
（110,000,000）

繰越金  2.5％
（71,501,380）

教育費  6.7％
（186,845,063）

町債　6.2％
(176,164,000)

（28,947,008）
諸収入  1.0％

地方譲与税  1.7％

（43,639,842）
使用料及び手数料  1.5％

諸支出金　0.3％
（9,390,361）

衛生費   3.8％
（105,135,305）

商工費   4.8％
（132,575,109）

農林水産業費   5.6％
（154,615,041）

 

地方交付税

59.6％

(1,697,894,000)町税  9.9％

その他  0.6％

(282,886,856)

国庫支出金  4.6％
（129,921,035）

（47,379,000）

（17,180,694）

（33,388,000）

土木費  7.9％
（217,746,687）

総務費
20.4％

（564,956,185）

公債費
27.6％

（764,927,963）

民生費
20.9％

（581,013,726）

支 出 額 

 2,773,117,795

円 

議会費   1.5％
（41,338,489）

収 入 額 

 2,846,432,615

円 

県支出金  5.4％
(152,437,414)

分担金及び負担金  1.3％
（37,665,386）

地方消費税交付金  1.2％

（17,428,000）
自動車取得税交付金  0.6％

 

消防費   0.5％
（14,573,866）

繰入金  3.9％
（110,000,000）

繰越金  2.5％
（71,501,380）

教育費  6.7％
（186,845,063）

町債　6.2％
(176,164,000)

（28,947,008）
諸収入  1.0％

地方譲与税  1.7％

（43,639,842）
使用料及び手数料  1.5％

諸支出金　0.3％
（9,390,361）

衛生費   3.8％
（105,135,305）

商工費   4.8％
（132,575,109）

農林水産業費   5.6％
（154,615,041）

 

合　計

2,773,118

千円

普通建設事業費

（333,269）
12.0％

（765,121）
27.6％

人件費 

（562,155）
20.3％

補助費等

（287,885）
10.4％

物件費

（366,840）
13.2％

投資及び出資金、貸付金　
0.2％　
（4,400）

積立金　1.3％　（36,687）

（250,068）

繰出金
9.0％

公債費

維持補修費　0.2％ （5,497） 

（161,196）

扶助費
5.8％

一般会計の収支状況

収 入 済 額  2,846,432,615 円

支 出 済 額  2,773,117,795 円

差 引 残 額  73,314,820 円

翌年度へ繰越すべき財源  21,061,000 円

実質収支  52,253,820 円

積　立　金  36,686,781 円

財政調整基金残高  165,485,850 円

積立金決算額の内訳
 （　財政調整基金  36,633,243 円　）　　観光産業振興基金  53,538 円　　

税金による収入額

税　　　　　目 収　入　済　額（円）

町 民 税 109,079,396

固 定 資 産 税 150,051,577

軽 自 動 車 税 11,338,100

市 町 村 た ば こ 税 12,417,783

計 282,886,856

特別会計の収支状況

国民健康保険

歳　入  601,424,691円

歳　出  552,108,898円

差引額  49,315,793円

財政調整基金残高
24,414,057円

〔一般会計〕
１世帯当たりの支出額

1,425,768 円

〔一般会計〕
１人当たりの支出額

605,749 円

〔１世帯当たり町税負担額〕
平成21年３月末現在の世帯数：1,945戸

町　民　税  56,082円

固定資産税  77,147円

軽自動車税  5,830円

　　計  139,059円

〔１人当たり町税負担額〕
平成21年３月末現在の人口：4,578人

町　民　税  23,827円

固定資産税  32,777円

軽自動車税  2,476円

　　計  59,080円

中央診療所

歳　入  296,167,548円

歳　出  288,981,515円

差引額  7,186,033円

簡易水道

歳　入  206,365,712円

歳　出  195,244,691円

差引額  11,121,021円

財政調整基金残高
21,037,345円

住宅新築資金等貸付

歳　入  16,180,118円

歳　出  25,153,599円

差引額  △8,973,481円

老人保健

歳　入  66,027,318円

歳　出  58,010,960円

差引額  8,016,358円

介護保険
歳　入  480,164,206円

歳　出  470,557,202円

差引額  9,607,004円

介護給付費準備基金
  45,363,401円
介護従事者処遇改善臨
時特例基金
  3,600,965円

後期高齢者
医療保険事業

歳　入  50,924,332円

歳　出  49,745,326円

差引額  1,179,006円
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平成21年８月30日執行　衆議院議員総選挙結果

衆議院議員総選挙は、８月30日投票が行われ、即日開票されました。本町の投・開票の結果は、次のとおりです。

◆候補者別得票数（衆議院小選挙区選出議員選挙）
候補者氏名

（候補者届出政党）
得　票　数

山本　公一
（自由民主党） 1,151

桜内　文城
（　　－　　） 1,186

高橋　英行
（民　主　党） 790

露口　礼子
（　　－　　） 23

有効投票数計 3,150

無 効 投 票 数 42

投 票 総 数 3,192

◆政党別得票数（衆議院比例代表選出議員選挙）

名簿届出政党等名称 得　票　数
自 由 民 主 党 1,167
公 　 明 　 党 296
民 　 主 　 党 1,328
日 本 共 産 党 73
社 会 民 主 党 112
幸 福 実 現 党 38
有 効 投 票 数 計 3,014
無 効 投 票 数 177
投 票 総 数 3,191

【投票区別投票率（衆議院小選挙選出議員選挙）】

投票区 地区名
当　　日
有権者数

投票者数 投票率

第　１ 松　丸 618 504 81.55%

第　２ 延野々 508 432 85.04%

第　３ 豊岡後 447 381 85.23%

第　４ 豊岡前 459 344 74.95%

第　５ 富　岡 282 236 83.69%

第　６ 上家地 63 47 74.60%

第　７ 目　黒 347 293 84.44%

第　８ 吉　野 571 496 86.87%

第　９ 蕨　生 318 269 84.59%

第　10 奥野川 233 190 81.55%

計 3,846 3,192 83.00%

平
成
21
年
度
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
事
業
所
の
関
係
者
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

記

１　

�

防
火
管
理
が
必
要
な
事
業
所

は
、
次
に
よ
る
も
の
で
す
。

⑴  

劇
場
・
集
会
場
・
遊
技
場
・
飲

食
店
・
物
品
販
売
店
舗
・
宿
泊

施
設
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

で
、
収
容
人
員
が
30
人
以
上
の

も
の

⑵ 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
の
社
会
福
祉
施
設
で
、
収

容
人
員
が
10
人
以
上
の
も
の

⑶ 

前
記
以
外
の
事
業
所
等
で
収
容

人
員
が
50
人
以
上
の
も
の

２　

受
講
対
象

⑴ 

防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所

等
で
、
資
格
者
が
不
在
の
場
合

⑵ 

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

た
い
人

３　

講
習
日
時
等

⑴
日
時

　 
平
成
21
年
10
月
22
日
㈭
・
23
日

㈮
の
２
日
間

○
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜

 

午
後
４
時
30
分
ま
で

⑵
場
所

　 

宇
和
島
市
丸
之
内
５
丁
目
１
番

18
号
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部
４
階
・
大
会
議
室

４　

受
講
要
領

⑴ 

受
講
料
等
受
講
料
は
無
料
で

す
。
た
だ
し
、
受
講
の
際
に
使

用
す
る
テ
キ
ス
ト
代
金
３
，
６

０
０
円
が
必
要
で
す
。
当
日
会

場
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
お
つ

り
の
要
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

⑵ 

申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
消

防
本
部
予
防
課
、
鬼
北
消
防
署

ま
た
は
吉
田
・
津
島
の
各
分
署

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

５　

問
合
せ
先

　

�

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
予
防
課

　
☎
22
・
７
５
０
１
（
直
通
）

※最高裁判所裁判官国民審査の投・開票結果は省略。
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
一
年
八
月
投
句
分
）

優
秀

《
虹
の
森
公
園
》

吊
橋
の
揺
れ
に
身
を
お
き
河
鹿
笛 
八
幡
浜
市
　
二
宮
　
節
子

病
状
を
聞
か
ぬ
も
見
舞
梅
雨
の
午
後 
八
幡
浜
市
　
二
宮
　
節
子

愚
痴
一
つ
夫
に
こ
ぼ
し
て
苧
殻
焚
く 

八
幡
浜
市
　
前
田
　
夘
一

一
言
に
一
言
応
へ
夕
端
居 

八
幡
浜
市
　
前
田
　
夘
一

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

河
鹿
鳴
く
闇
に
か
す
か
な
水
の
音 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
虹
の
森
公
園
》

湯
の
宿
の
朝
な
夕
な
に
ほ
と
と
ぎ
す 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

せ
せ
ら
ぎ
に
無
我
と
な
り
け
り
遠
河
鹿 

松
山
市
　
島
岡
由
美
子

渓
谷
の
中
よ
り
狭
き
夏
の
空 

観
音
寺
市
　
島
内
　
美
佳

渓た

谷に

時し

雨ぐ
れ

受
け
て
奏
で
る
青
葉
か
な 

松
山
市
　
伊
藤
　
晶
子

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

救
急
車
通
り
抜
け
た
る
夏
座
敷 

鎌
倉
市
　
前
田
　
　
屹

錦
秋
や
百
八
歳
の
大
往
生 

鎌
倉
市
　
前
田
　
　
屹

い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
に
位
置

図
や
台
帳
を
備
え
て
お
り
、
こ
の

場
所
で
土
木
工
事
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の

規
定
に
よ
り
60
日
前
ま
で
に
届

出
（
通
知
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
計
画
の
あ
る
場
合
に

は
、
お
早
め
に
町
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
（
☎
42
・

１
１
１
８
）。
な
お
、
そ
れ
以
外
で

あ
っ
て
も
、
工
事
中
に
土
の
中
か

ら
何
ら
か
の
埋
蔵
文
化
財
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
現

状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
速
や

か
に
町
教
育
委
員
会
ま
で
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
河か

後ご

森も
り

城
じ
ょ
う

跡あ
と

の
よ
う
な
昔
の

人
々
が
住
ん
で
い
た
施
設
の
あ
と

や
使
っ
て
い
た
道
具
が
土
に
埋

ま
っ
て
い
る
場
所
、
つ
ま
り
遺い

跡せ
き

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
場
所
の
こ

と
を
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
松
野
町

内
に
は
39
箇
所
が
存
在
し
て
お

り
、
そ
の
種
類
に
は
、
最
も
多
い

城
じ
ょ
う

館か
ん

跡
を
は
じ
め
、
墳ふ
ん

墓ぼ

や
集
落

跡
、
生
産
遺
跡
、
散
布
地
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、時
代
も
様
々
で
、

数
千
年
以
上
昔
の
旧
き
ゅ
う

石せ
っ

器き

、
縄
じ
ょ
う

文も
ん

時
代
か
ら
中
世
、
近
世
に
至
る
ま

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ

秋
の
酒
蔵
ラ
イ
ブ

伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
　
14
　
土
居
　
裕
子

　
目
黒
ふ
る
さ
と
館
で
、
保
管
展
示

中
の
国
指
定
重
要
文
化
財 

目
黒
山
形

模
型
の
現
地
修
理
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

作
業
終
盤
に
は
修
理
成
果
説
明
会
を

開
催
予
定
で
す
。

◆
目
黒
山
形
模
型
修
理
作
業

期
間
：
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
２
日
㈮

場
所
：
目
黒
ふ
る
さ
と
館

※ 

目
黒
ふ
る
さ
と
館
は
休
館
日
の
水

曜
以
外
、
修
理
期
間
中
も
開
館
し

て
い
ま
す
。

※ 

成
果
説
明
会
を
10
月
１
日
㈭
18
時

　 

か
ら
目
黒
ふ
る
さ
と
館
で
開
催
し

ま
す
。

目
黒
山
形
模
型
現
地
修
理
の
お
知
ら
せ

　
秋
の
夜
長
、
酒
蔵
で
素
敵
な
歌
声

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
宇
和
島
出
身
の
歌
手
、
土
居
裕
子

さ
ん
が
松
野
町
で
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
！

　
澄
ん
だ
歌
声
が
、
あ
な
た
の
心
を

癒
し
ま
す
。

期
　
日

 

10
月
10
日
㈯
　
午
後
６
時
30
分
開
演

料
　
金

 

一
　
般
（
前
売
り
）
３
，
５
０
０
円

 

（
当
　
日
）
４
，
０
０
０
円

 

高
校
生
以
下

（
前
売
り
）
２
，
０
０
０
円

 

（
当
　
日
）
２
，
５
０
０
円

会
　
場

 

元
「
伊
予
美
人
」
正
木
本
店
酒
蔵

◎
ご
連
絡
・
お
問
合
せ
先

 

伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
事
務
局
（
役
場
内
）

 

☎
42
・
１
１
１
１

vol.

　
葛
　
句
　
会
　
　
八
月
例
会
　�

於
　
町
民
セ
ン
タ
ー�

夕
映
え
の
老
人
ホ
ー
ム
葛
の
花 

伊
藤
　
富
子

立
読
み
に
時
忘
れ
た
る
冷
房
裡 

岡
本
　
京
子

出
荷
茄
子
老
眼
か
け
て
選
別
す 

金
谷
　
重
子

着
こ
な
し
の
セ
ン
ス
の
良
さ
よ
紺
ゆ
か
た 

金
谷
　
恵
子

拗
ね
し
児
の
あ
み
だ
に
被
る
夏
帽
子 

金
谷
　
文
恵

木
立
中
夏
帽
二
つ
見
え
隠
れ 

木
下
三
千
恵

雪
舟
の
墨
絵
と
な
り
て
朝
の
霧 

駒
山
　
忠
夫

涼
あ
ら
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
錆
落
し
け
り 

谷
　
き
よ
し

夏
休
み
子
孫
連
れ
も
て
露
天
風
呂 

布
　
　
久
光

夢
二
忌
や
茶
房
の
窓
辺
昼
灯
す 

布
　
　
康
江

山
に
生
き
褌
ひ
と
つ
涼
を
と
る 

ひ
の
た
い
ら

地
の
底
の
声
を
聞
き
た
し
蝉
の
穴 

正
木
　
玲
子

施
餓
鬼
会
の
読
経
御
霊
に
こ
と
ご
と
く 

松
田
　
文
子

体
操
に
通
ふ
子
供
や
原
爆
忌 

森
田
　
す
み

ワ
ン
公
は
何
時
も
夏
服
縫
ぐ
る
み 

行
定
キ
ヨ
ノ

 

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
八
月
例
会� 

　
於
　
吉
野
生
公
民
館

聞
き
上
手
話
し
上
手
や
秋
扇 

赤
松
　
午
子

夕
立
の
あ
と
の
風
鈴
音
し
き
り 

浅
野
　
雪
子

法
師
蝉
な
き
な
き
暮
れ
る
夫
の
忌 

稲
谷
キ
ミ
子

冷
や
汁
は
母
さ
ん
の
味
鯵
一
尾 

上
田
み
ち
子

秋
茄
子
の
い
と
つ
や
つ
や
を
貰
ひ
け
り 

岡
本
　
三
葉

つ
く
つ
く
ぼ
ふ
し
泣
き
た
く
て
泣
き
た
く
て 

菊
澤
　
大
和 

花
火
果
つ
あ
と
満
天
の
星
月
夜 

竹
内
サ
ダ
子

　
ご
存ぞ

ん

知じ

で
す
か
？

�

埋ま
い

蔵ぞ
う

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

包ほ
う

蔵ぞ
う

地ち

　



２００９.10月

7

お
さ
か
な
館
だ
よ
り

第
一
〇
五
章　

ヒ
ラ
テ
テ
ナ
ガ
エ
ビ

��

　「
特
別
支
援
教
育
」
を
通
し
て
考
え
る

  

私
は
こ
の
夏
、「
特
別
支
援
教
育
」
の
研
修
を
通
し
て
、
今
ま
で
の
「
障
害
」
へ
の
理

解
が
不
十
分
で
偏
っ
て
い
た
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
目
の
不
自
由
な
方
が
道
を
自
由
に
歩
け
な
い
の
は
、「
見
え
な
い
」
こ
と
が

原
因
だ
か
ら
、
道
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
社
会
に
適
応
で
き
た
り
す
る
に
は
、
そ

の
人
の
努
力
が
一
番
重
要
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
考
え
は
違
う
と
思
い
ま
し
た
。「
障
害
」
は
、
環
境
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
と
と
ら
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に
努
め
、
よ
り
よ
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
共
同
責
任
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
、
目
の
不
自
由
な
方

が
道
を
歩
き
に
く
い
と
し
た
ら
、
そ
の
人
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
ん
な
環
境
を
放
っ
て
い
る
私
た

ち
の
努
力
不
足
が
原
因
な
の
で
す
。

　
今
、
学
校
で
行
っ
て
い
る
「
特
別
支
援
教
育
」
の
考
え
方
も
同
じ
で
す
。
今
ま
で
は
、「
授
業
中
じ
っ
と
座
っ

て
い
ら
れ
な
い
…
。」「
漢
字
が
ど
う
し
て
も
覚
え
ら
れ
な
い
…
。」
な
ど
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
子
ど
も
の

側
の
問
題
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
子
を
十
分
に
把
握
せ
ず
、
無
理
さ
せ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
個
性
が
あ
り
、
み
ん
な
課
題
は
違
い
ま
す
。
原
因
を
そ
の
子
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、

困
難
を
改
善
し
て
適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
っ
て
最
大
限
に
伸
ば
し
た
い
と
考
え
る
の
が
「
特
別
支
援
教
育
」

で
す
。

　
で
す
か
ら
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
を
見
つ
め
、
そ
の
子
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
個
性
を
大
切
に
す
る
特
別

支
援
教
育
の
考
え
方
は
全
て
の
子
ど
も
に
大
切
な
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
違
い
を
認
め
、
違
う
こ
と
で

生
じ
る
困
難
さ
を
克
服
し
て
、
共
生
し
て
い
く
行
動
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
違
い
を
排
除
し
、
原
因
は
差
別
さ
れ
る
方
に
あ
る
か
の
よ
う
な
考
え
方
は
改
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
同
和
問
題
の
解
決
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。松

野
西
小
学
校
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
酒
井
　
節
子

人
権の広場

 

　
四
万
十
川
に
生
息
す
る
テ
ナ

ガ
エ
ビ
は
、
ミ
ナ
ミ
テ
ナ
ガ
エ

ビ
、
ヒ
ラ
テ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
テ

ナ
ガ
エ
ビ
の
三
種
類
で
す
。
こ

の
う
ち
ポ
パ
イ
の
よ
う
に
腕
が

太
い
の
は
、
ヒ
ラ
テ
テ
ナ
ガ
エ

ビ
で
、
ヤ
マ
ト
テ
ナ
ガ
エ
ビ
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
ヒ
ラ
テ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
生
息

域
は
、
四
万
十
市
の
不
破
か
ら

大
正
ま
で
の
１
０
０
㎞
に
も
及
び

ま
す
。６
月
〜
９
月
が
産
卵
期
で
、

河
川
で
孵
化
し
た
幼
生
は
、
河
口

や
海
に
下
り
、
約
1
ヶ
月
後
、
稚

エ
ビ
と
な
っ
て
川
を
登
っ
て
き
ま

す
。 

　
四
万
十
川
の
テ
ナ
ガ
エ
ビ
類
の

年
間
漁
獲
高
は
30
ト
ン
前
後
で
、

ウ
ナ
ギ
や
藻
類
に
次
い
で
多
い
重

要
な
水
産
資
源
で
す
。

第
３
回
芝
不
器
男
俳
句
新
人
賞

　
こ
の
度
「
第
3
回
芝
不
器
男
俳

句
新
人
賞
」
の
募
集
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
松
野
町
出
身
の

夭
折
俳
人
「
芝
不
器
男
」
に
ち
な

み
、
新
鮮
な
感
覚
を
備
え
、
大
き

な
将
来
性
を
有
す
る
若
い
俳
人
に

贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

募
集
内
容

　 

応
募
者
が
創
作
し
た
俳
句
　
１

０
０
句
。

　 （
既
発
表
句
で
も
可
。
た
だ
し
、

平
成
17
年
12
月
１
日
以
降
に
発

表
し
た
句
で
、
著
作
権
を
他
に

譲
渡
し
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。）

応
募
資
格

　
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
１

月
1
日
以
降
生
ま
れ
の
方
。

応
募
条
件

　
副
賞
句
集
掲
載
句
の
出
版
権

は
、
㈶
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団
に

帰
属
。

　
応
募
作
品
は
、
当
財
団
の
出
版

物
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
そ
の
他
の

事
業
で
使
用
で
き
る
こ
と
と
す

る
。

（
そ
の
際
の
著
作
権
使
用
料
は
お

支
払
致
し
ま
せ
ん
。）

応
募
方
法

　
㈶
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ 

（http://w
w
w
.ecf.

or.jp

）
上
で
指
定
す
る
様
式
に
、

必
要
事
項
お
よ
び
応
募
１
０
０
句

（
前
書
き
不
可
）
を
記
入
の
上
Ｅ

－

メ
ー
ル
に
よ
り
送
付
。

　
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
上
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
第
３
回
芝
不
器

男
俳
句
新
人
賞
応
募
方
法
の
詳

細
」
を
参
照
の
こ
と
。

応
募
締
切

　 
平
成
21
年
11
月
30
日
㈪午

後
５
時

選
者
（
選
考
委
員
）

　
大
石
悦
子
（
俳
人
）、
城
戸
朱

理
（
詩
人
）、齋
藤
愼
爾
（
俳
人
）、

対
馬
康
子（
俳
人
）、坪
内
稔
典（
俳

人
）

選
考
方
法

　
氏
名
・
年
齢
秘
匿
の
ま
ま
、
選

考
委
員
会
に
お
い
て
討
議
選
考
。

平
成
22
年
6
月
に
最
終
選
考
会
を

公
開
実
施
予
定
（
愛
媛
県
松
山

市
）。

授
賞
式

　
最
終
選
考
会
終
了
後
、
同
会
場

に
て
実
施
予
定
。

お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

㈶
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団

芝
不
器
男
俳
句
新
人
賞
事
務
局

E
-m
ail

　fukio@
ecf.or.jp

☎
０
８
９
・
９
２
７
・
４
７
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
・
９
２
７
・
４
７

７
８
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　［
行
政
相
談
］

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆
と
　
き
　
10
月
13
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室

◆
内
　
容
　 

行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
10
月
13
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

◆
相
談
員
　
民
生
児
童
委
員

◆
相
談
料
　
無
料

　［
心
配
ご
と
相
談
］

　愛媛県では、知事が地域に出かけ、地域住民
と気軽に意見交換を行い、地域の意見・要望を
把握し、可能なものから県政に反映させていく
ため、次のとおり「こんにちは！知事です」を
開催します。
　会議では、「輝くふるさと愛媛づくり」につ
いて、知事が地域の皆様方に直接お話ししま
す。
　傍聴される方を募集していますので、是非、
ご参加ください。

日時　平成21年10月30日㈮　午前10時～ 12時
会 場　愛媛県南予地方局（宇和島市天神町７番
１号）

定員　50名（先着順）

申 込方法：10月15日㈭までに郵便、電話、FAX
又は電子メールで、住所、氏名、電話番号を
記入（連絡）し、申し込んでください。

申 込先：南予地方局地域政策課（〒798－8511
宇和島市天神町７番１号）
　☎0895－22－5211（内線215）　FAX 0895-25－3724
　E-mail：nan-seisaku@pref.ehime.jp

●二次被害の手口と被害
　過去に資格講座等の契約をしたことのある人に対して、以前の契約に関
連した事柄で虚偽の説明をして、強引に新たな契約を迫る「二次被害」の
トラブルが発生しています。
　「二次被害」とは、何年も前に契約した資格講座について、以前に契約
した業者名、もしくは違う業者名で「講座が終了していないので、新たな
教材が必要」と新たな契約を結ばせようとしたり、「名簿から登録抹消す
るのに手数料が必要」と偽って不当な請求をするものです。
　また、契約をしてしまうと個人情報が流出して悪用されることも考えら
れます。
●被害にあわないために
　☆ 　過去の契約は受講料を完済した時点で、資格の取得の有無に関係な

く終了しています。業者からの勧誘は拒否し、新たな契約は結ばない
ようにしましょう。

　☆ 　突然の電話にも毅然とした態度できっぱりと断りましょう。
　☆ 　仮に契約した場合でも、契約書面を受け取った日から８日以内であ
ればクーリング・オフできます。困った時は、すぐに相談窓口に相談
しましょう。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課消費者行政係　☎42－1116
　愛媛県消費生活センター　☎089－925－3700

《愛媛県消費生活センターからのお知らせ》
　消費生活センターでは、弁護士及び司法書士による無料相談（毎週火曜
日　13：30～16：30）を行っています。消費生活において専門的な知識が
必要な問題につきましては、法律の専門家と一緒に問題を解決していきま
す。困ったことや心配なことがございましたら、消費生活センターまでご
相談ください。

過去の被害者が狙われる？！

　平成21年10月１日から愛媛県
最低賃金は、
　１時間　632円です。
□ 最低賃金についてのお問い合
わせ先
　愛媛労働局　賃金室

（☎089－935－5205）
　宇和島労働基準監督署

(☎0895－22－4655）

最低賃金改正のお知らせ
　
秋
の
行
政
相
談
週
間

　
10
月
19
日
〜
25
日
ま
で
の
一
週

間
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で

す
。
当
町
で
も
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員
が
、
皆
さ

ん
か
ら
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
公
平
・

中
立
的
立
場
で
相
談
に
の
っ
て
く

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

労働基準監督署からのお知らせ

大
切
な
契
約
や

遺
言
な
ど
は
公
正
証
書
に

〜 

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

公
証
週
間
〜

　
公
証
役
場
を
ご
存
知
で
す
か
？

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼

に
よ
り
、
遺
言
・
任
意
後
見
・
金

銭
の
貸
借
・
不
動
産
の
売
買
・
賃

貸
・
損
害
賠
償
や
慰
謝
料
の
支
払

な
ど
各
種
の
契
約
書（
公
正
証
書
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書

に
は
、
判
決
書
と
同
様
に
差
押
え

や
取
立
て
の
効
力
が
あ
り
ま
す
。

遺
言
書
も
公
証
役
場
で
作
成
し
て

お
く
と
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
と

い
う
手
続
を
受
け
る
こ
と
な
く
効

力
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
会

社
設
立
の
た
め
の
定
款
や
私
署
証

書
の
認
証
、
確
定
日
時
の
付
与
な

ど
の
事
務
を
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め

に
は
公
正
証
書
の
作
成
や
認
証
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
公
正
証
書
に

関
し
て
の
法
律
相
談
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

「こんにちは！知事です」の傍聴者募集

　法の日週間（10月１日～７日）の行事の一環として、愛
媛弁護士会主催で無料法律相談が開かれます。費用は無料、
個人の秘密は固く守られます。
日　　時　10月１日㈭　10時～15時（受付９時～）
場　　所　 宇和島市鶴島町8-16　松山地方裁判所宇和島支部構内
参加方法　 直接会場へお越しください。受付は先着順です。
相談内容　金銭関係、不動産、家庭問題などの悩み事
相談時間　30分以内
そ　の　他　 駐車場が込み合います。車でのお越しはご遠慮

ください。

無 料 法 律 相 談 の 開 設
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の
基本的な対人賠償を目的として、原動機付自転車
を含むすべての自動車に加入が義務づけられおり
（自動車損害賠償保障法）、自賠責保険・共済なし
での運行は法令違反です、ご注意ください！
　四輪車ももちろんですが、特に、車検制度のな
い250㏄以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪
自動車）は、有効期限切れ、かけ忘れにご注意を！
　なお、自賠責制度の詳しい内容は、http://www.
jibai.jpでご覧になれます。

自賠責保険・共済の有効期限は切れていませんか？

宇
和
島
公
証
役
場

　
宇
和
島
市
新
町
１
の
３
の
19

　
☎
25
・
２
２
９
２
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「
薬
と
健
康
の
週
間
」

　
10
月
17
日
㈯
〜
23
日
㈮
は
「
薬

と
健
康
の
週
間
」
で
す
。
お
薬
を

使
用
す
る
際
に
は
次
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し
、
安
全
に
効
果
的
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

① 

使
用
す
る
前
に
薬
の
添
付
文
書

を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

　
添
付
文
書
に
は
、
用
法･

用
量
、

効
能･

効
果
や
使
用
上
の
注
意
、

副
作
用
な
ど
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
必
ず
読
ん
で
か
ら
使
用
し
、

読
ん
だ
後
も
大
切
に
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

②
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
薬
の
作
用
は
、
使
用
量
と
深
い

関
係
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
飲

め
ば
よ
く
効
く
、
速
く
効
く
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
決
め
ら
れ
た

量
以
上
に
用
い
る
と
体
に
好
ま
し

く
な
い
反
応（
副
作
用
）が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
薬

の
服
用
時
間
も
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
薬
の
服
用
時
間

食
前

：

食
事
の
お
よ
そ
30
分
前

食
後

：

食
事
の
お
よ
そ
30
分
後

食 

間

：

食
事
と
食
事
の
間
（
食
事

の
お
よ
そ
２
時
間
後
）

頓 

服

：
痛
み
、
熱
な
ど
、
症
状
の

あ
る
時

③ 

薬
の
形
（
剤
形
）
に
あ
っ
た
服

用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

錠 

剤
、
カ
プ
セ
ル
剤

：

コ
ッ
プ
一

杯
程
度
の
水
又
は
ぬ
る
ま
湯
で

服
用

液 

剤

：

薬
の
成
分
を
均
等
に
す
る

為
に
、
よ
く
振
っ
て
か
ら
一
回

量
を
計
量
カ
ッ
プ
な
ど
に
移
し

て
か
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。

④ 

薬
の
飲
み
合
わ
せ（
相
互
作
用
）

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
複
数
の
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
、
作
用
が
強
く
現
れ
て
思

わ
ぬ
副
作
用
を
生
じ
た
り
、
効
き

方
が
弱
く
な
っ
た
り
す
る
事
が
あ

り
ま
す
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

⑤ 

高
齢
者
の
薬
の
使
用
に
は
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
は
、
複
数
の
薬
を
併
用

す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、

加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

で
、
薬
が
強
く
効
き
す
ぎ
て
副
作

用
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

体
調
の
変
化
を
感
じ
た
ら
、
医
師

や
薬
剤
師
に
伝
え
判
断
を
仰
ぐ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥ 

薬
は
正
し
く
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

　
子
供
の
誤
飲
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
子
供
の
手
の
届
か
な
い
所
に

お
く
こ
と
、
ま
た
直
射
日
光
の
当

た
ら
な
い
涼
し
い
場
所
で
保
管
し

有
効
期
限
の
切
れ
た
薬
は
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

平成21年度広見川水系水質検査結果　
採水日 平成21年７月29日

河川名
項　　目 水素イオン濃度

（ＰＨ）
浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的酸素要求量
（ＢＯＤ）

有機物等
（KMnＯ4） 濁　　度 溶存酸素量

（ＤＯ） 大腸菌群数

基 準 値 6.5以上～ 8.5以下 25㎎/ℓ以下 2.0㎎/ℓ以下 10.0㎎/ℓ以下 ２度以下 7.5㎎/ℓ以上 1,000MPN/100ｍℓ以下

広 見 川

五 郎 丸 橋 7.72 2 0.83 2.5 2.9 8.85 17,000

大 門 橋 7.79 4 1.08 2.8 3.4 8.83 54,000

真 土 橋 7.49 5 1.4 2.8 3.4 8.42 35,000

鰯 川 鰯 川 河 口 7.56 2 0.75 1.9 1.7 8.56 54,000

石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.63 4 1.01 2.8 3.3 8.14 92,000

延 行 川 谷 口 橋 7.56 5 1.23 2.8 5.0 8.47 54,000

奥 野 川 奥 野 川 河 口 7.59 4 1.32 2.4 2.3 8.74 54,000

堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.49 3 0.68 1.9 2.6 8.69 54,000

目 黒 川 寺 橋 7.43 １未満 0.58 1.3 １未満 8.92 5,400

※ 生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産１級、水浴が出来るものを基
準値に設定 の部分が水質基準に適合していない箇所です。
　 生活環境保全に係る水質基準に適合していない項目があります。特に、大腸菌群数については、家庭から排出さ
れる生活排水が原因と考えられます。

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」
水素イオン濃度（ＰＨ）     酸性、アルカリ性を示す指標で、７は中性を表し、これより値が大きくな

るほどアルカリ性が、これより値が小さくなるほど酸性が強くなる。

溶存酸素量（ＤＯ）    有機物を酸化し安定な形とするため必要とされる酸素が水に溶けている量
である。

生物化学的酸素要求量(ＢＯＤ)   水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の
量。（多いほど水質の汚濁度が高い。）

浮遊物質（ＳＳ）    溶けないで水中に浮遊している濁りの成分、数値が高いほど水が濁っている。
有機物等    有機物等による汚染の度合いを表したもの。

濁度     水の濁りの程度を数値で表したもの。

大腸菌群数　     し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水、など広範囲に存在する。
糞便汚染や病原性混入の可能性もあるので、汚濁の指標とされている。
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医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制度が始まりました。

＜高額医療・高額介護合算療養費制度＞
　世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員または世帯内の長寿医療制度加入者の方全員が、１年間（毎年８月～
７月末）にお支払いされた医療保険と介護保険の自己負担額を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を
支給します。

　　～　このように負担が軽減されます　～

○　これまでは、例えば、１年間で、医療保険で25万円、介護保険で25万円を支払い、
　　年間の負担が50万円であったものが、
○　これからは、年間50万円を支払った後、支給の申請をすると、
　　 基準額：31万円（世帯員全員が市町村民税非課税の場合）を超えた金額（19万円）をお返しすることに

より年間の負担が31万円にとどまります

平成21年度の支給要件・支給額
　世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員または世帯内の長寿医療制度の被保険者の方全員が、毎年８月からそ
の翌年７月末までにお支払いされた医療保険と介護保険の自己負担額が次の基準額を超える場合に、その超えた金
額を支給します。（ただし、この制度は平成20年４月から開始されたため、平成20年４月～平成21年７月末の16カ
月間の自己負担額が、次表のカッコ内の基準額を超える場合には、その超えた額と上記の支給額を比べ、大きい額
を支給します）

　国民健康保険被保険者（70～74歳の方）

　　①　高齢受給者証の負担割合が「３割」となっている場合　･･67万円（89万円）
　　②　①・③・④以外の場合　･･････････････････････････････56万円（75万円）　
　　③　世帯員全員が市町村民税非課税の場合　････････････････31万円（41万円）
　　④　③のうち、世帯員全員の所得が一定以下※の場合　･･････19万円（25万円）
　　　　　※年金収入80万円以下等

　国民健康保険被保険者（70歳未満の方）

　　①　世帯員全員の合計所得が一定以上※の場合　････････････126万円（168万円）
　　　　　※合計所得600万円超　･････････････････････････････67万円（89万円）　
　　②　①・③以外の場合　･･････････････････････････････････34万円（45万円）
　　③　世帯員全員が市町村民税非課税の場合

　長寿医療制度被保険者（75歳以上または65歳以上の障害認定の方）

　①　被保険者証の負担割合が「３割」となっている場合　･･････67万円（89万円） 
　②　①・③・④以外の場合　････････････････････････････････56万円（75万円）　
　③　世帯員全員が市町村民税非課税の場合　･･････････････････31万円（41万円） 
　④　③のうち、世帯員全員の所得が一定以下※の場合　････････19万円（25万円） 
　　　　※年金収入80万円以下等

申請手続きについての留意点
　支給の対象となる被保険者の方には、12月頃にお知らせします。お知らせが来た場合は、下記の窓口に申請して
ください。
　ただし、次に該当する方には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合があります。
　◆　平成20年4月から平成21年7月末までの間に、
　　　・松野町を転出された方
　　　・他の医療保険から国民健康保険または長寿医療制度に移られた方
　具体的な手続きやご不明な点については、下記の窓口までご相談ください。
問合せ先　　松野町役場 町民課☎42－1113　または  保健福祉課☎42－0708
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農業者の皆さん、
老後の備えは万全ですか？

老後生活は、こんなに長い！ 老後生活は、こんなにお金がかかる！

65歳からの平均余命は… 夫婦２人の場合

農業者年金は老後生活をがっちりサポート
農業者年金のメリット

●少子、高齢時代に強い積立方式の年金！

●終身年金で80歳までの保証付き！
●支払った保険料は全額社会保険料控除！

●手厚い政策対策！保険料に国庫補助金も

～農業者の方なら広くご加入いただけます～

公的年金な
らではの税
制上の優遇
措置

一定の条件を満たす方に最高１万円、通
算すると最大で216万円

保険料支払いによる節税効果の試算（所得税・住民税）

税率

保険料の額が

月額２万円
（年額24万円）の場合

月額５万円
（年額60万円）の場合

月額６．７万円
（年額80.4万円）の場合

15％の場合 36,000円 90,000円 120,600円

20％の場合 48,000円 120,000円 160,800円

30％の場合 72,000円 180,000円 241,200円

● 各欄の年金が節税効果で、保険料支払い後も適用される税率に変動がな
いものとして試算しています。

農業者年金の試算額

加入
年齢

納付
期間

試算額

性別
保険料
２万円

保険料
３万円

20歳 40年
男性 91万円 136万円
女性 79万円 118万円

30歳 30年
男性 60万円 90万円
女性 52万円 78万円

40歳 20年
男性 35万円 53万円
女性 31万円 46万円

50歳 10年
男性 16万円 23万円
女性 14万円 20万円

※ この試算は65歳までの付利利率が
2.30％、65歳以降の予定利率が1.55％と
なった場合の試算です。
　 付利利率が2.30％は農業水産省告示
（H21. ４. １施行）により定められてい
る率です。

老後の備えは

農業者年金で安心！

お問い合わせは松野町農業委員会・えひめ南農業協同組合松野支所におたずねください。
　　　　　　　松野町農業委員会　　　　　　　　☎42－1111（内線321）［担当：赤松］
　　　　　　　えひめ南農業協同組合松野支所会　☎42－1131［担当：黒田、竹葉］
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町　の　人　口

◇世帯数 1,944世帯（－２世帯）
◇総人口 4,557人　（－８人）　

男2,162人　　女2,395人
（８月中の異動）

 出生    ２人 　死亡   　３人
 転入    ５人 　転出   　12人
平成21年８月31日現在

ご
寄
付
お
礼

（
８
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
淺
井
　
　
茂
　
上
家
地

　
〃
　
　
中
森
ツ
子
ヲ
　
吉
　
野

　
〃
　
　
畠
山
　
幸
子
　
吉
　
野

　
〃
　
　
上
山
　
陽
子
　
松
　
丸

　
〃
　
　
福
田
　
　
寛
　
豊
　
岡

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
井
上
　
一
博
　
宇
和
島
市

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行　事　予　定

10／10 ㈯　土居裕子酒蔵コンサート
18:30 開演（元正木本店酒蔵）

10／25 ㈰　町内秋祭り 第３号被保険者期間と重複する厚生年金等の加入期間が裁定後に
判明した場合の取扱いが変更になりました。

ふ
る
さ
と

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

青
空
市
場
で
新
米
ま
つ
り

　
実
る
ほ
ど
　
こ
う
べ
を
た
れ
る

　
稲
穂
か
な

　
味
覚
の
秋
到
来
で
す
。
松
野
の
新

米
「
こ
し
ひ
か
り
」
の
収
穫
時
期
に

合
せ
、
８
月
29
日
㈯
に
虹
の
森
公
園

青
空
市
場
で
新
米
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
新
米
の
販
売
や
、
炊
き

た
て
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
、
杵
つ
き
餅

な
ど
の
実
演
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
新
米
と
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
の

重
量
当
て
ク
イ
ズ
に
も
大
勢
の
人
が

参
加
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

先
着
１
０
０
名
に
お
に
ぎ
り
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
薫
り
高
い
新
米

の
お
に
ぎ
り
を
手
に
し
た
人
か
ら
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　  

（
享
年
）

松
　
丸
　
　
上
山
　
典
良
　
　
67
歳

豊
　
岡
　
　
福
田
ミ
サ
ヲ
　
　
88
歳

吉
　
野
　
　
安
西
千
代
子
　
　
88
歳

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　老齢年金を受け始めてから、国民年
金第3号被保険者期間と重複する会社
等にお勤めされた期間（厚生年金等の
加入期間）が新たに判明した場合には、
会社等を退職した後の第３号被保険者
期間が引き続き年金額に反映される期
間（保険料納付済期間）として取り扱
われ、過去の年金額が減額とならなく
なりました。

※ 　既に年金額を返納された方には、
返納された額が改めて支払われます。

スローガン
みんなでつくろう安心の街

全国地域安全運動
期間：平成21年10月11日㈰～ 10月20日㈫

運動の重点

♦子どもと女性の犯罪被害防止

♦ 住宅を対象とする進入犯罪の防止

♦振り込め詐欺の被害防止

♦ ひったくり及び乗り物盗の防止

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）  

（
出
生
児
）

松
　
丸
　
細
川
　
洋
一

　
　
　
　
　
　
　
美
輪
　
瑠る

音ね

　
女

延
野
々
　
水
野
　
清
文

　
　
　
　
　
　
　
有
希
　
文あ
や

　
女

　
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

国民年金コーナー

［具体例］ 

＜いままでは＞ 

＜これからは＞ 

記録訂正 

記録訂正前 

記録訂正後 第３号被保険者期間 

裁定後に判明した
厚生年金等の期間

保険料納付済期間として
取り扱います。 

６０歳 

老齢基礎年金 

老齢基礎年金 

記録訂正前の年金額が
減額になりません。 

届出 

第３号被保険者期間 

６５歳 

第３号被保険者期間 記録訂正後 
老齢基礎年金 

未届であったことが判明＝年金の受給資格 
にも年金額にも反映されませんでした。 

年金を払い過ぎていたとして
返還を請求していました。

裁定 特例届出

記録訂正 

※ 　国民年金第3号被保険者は、会社員や公
務員に扶養される配偶者のことです。こ
れらの方は、保険料を納付する必要はあ
りませんが、第3号被保険者となった旨の
届出を行うことが必要です。

社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/)　　　厚生労働省・社会保険庁

必要な手続きは

　社会保険事務所に申出書等を提出していただく必要があります。
詳しくは、お近くの「社会保険事務所」へお尋ねください。

お
詫
び
と
訂
正

　
８
月
号
の
３
ペ
ー
ジ
と
５
ペ
ー

ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

３
ペ
ー
ジ
水
泳
大
会

※
（
正
）
古
田
口
拓
…
松
野
西
小
学
校

    

（
誤
）
古
田
口
拓
…
松
野
東
小
学
校

※
（
正
）
岡
本
美
優
…
松
野
西
小
学
校

    

（
誤
）
岡
本
美
優
…
松
野
東
小
学
校

５
ペ
ー
ジ
　
葛
句
会
　
７
月
例
会

   （
正
） 

一
燈
の
窓
打
ち
打
ち
つ

火
蛾
舞
へ
り

   
（
誤
） 

一
燈
の
窓
打
ち
打
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年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成21年10月４日㈰ 河野整形外科クリニック
丸之内　☎（22）1822

木 村 内 科 医 院
京　町　☎（24）0030

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

水 谷 医 院
吉田町　☎（52）0144

平成21年10月11日㈰ 二 宮 整 形 外 科
桝形町　☎（25）8600

宇 都宮内科胃腸科
栄町港　☎（25）7228

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0611

平成21年10月12日㈷ 加 藤整形外科病院
和霊元町　☎（22）7111

中 山 内 科 胃 腸 科
堀端町　☎（22）0707

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

旭 川荘南愛媛病院
鬼北町　☎（45）1101

平成21年10月18日㈰ 小 川 ク リ ニ ッ ク
丸之内　☎（23）3599

松 澤循環器科内科
天神町　☎（25）5858

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

橋本内科クリニック
吉田町　☎（52）0808

平成21年10月25日㈰ 上 甲 外 科 麻 酔 科
寄　松　☎（25）5811

和 霊 町 松 浦 内 科
和霊元町　☎（23）1510

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

溜 尾整形外科医院
吉田町　☎（52）3133

10月の休日当番医
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